
■鹿児島市内分区ガバナー補佐　興津　立夫
　ロータリーの奉仕活動は地区や地
理的条件によって、ガバナーそれぞ
れの指針に従い異なるような感じを
うけます。
　しかしながら、ロータリーの本質
は奉仕による社会への貢献である事
は当然の義務と使命であり、本質で
もあるのではないでしょうか。特に最近感じますの

は、身近にある地域社会への奉仕
活動が減少傾向にある懸念を抱か
ざるを得ません。

　第２７３０地区として、特に鹿児島市内地域、各
クラブに於いて、例えば（生活困窮者、母子家庭、
老人ホーム、障害者等に）具体的支援の検討実施を
希望する次第であります。それは各クラブ全ての
ロータリアンの協調協力によって実施できるのであ
ります。是非、各クラブでの会長幹事様のリーダー
シップによって計画、立案の上実施されるよう期待
致します。
　振りかえりますと、戦後７０数年が過ぎ大半の国
民が、あの悲惨な出来事を知らなくなり、今は平和
で豊かな日本になっているが、過去には何が起こった
のかを知る必要があるのではないでしょうか。７０数
年前の戦争で多くの人々がこの世を意志と関係なく
亡くなった時代を想うと今、この世がいかに幸せで
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　今日は少し嗜好を変えて音楽の前
説をさせて頂きたいと思います。実
質的に最後の会長の時間ですので勝
手な内容にしたことをお許し下さい。
音楽には素人の私の５分間、たわ言
と思ってお聞き下さい。その後約５
分間、プロのピアニストの入来慶子さんに演奏して
頂きたいと思います。
　演奏曲はパッヘルベルのカノンという曲です。
　ドイツの作曲家ヨハン・パッヘルベルがバロック
時代中頃の１６８０年付近に作曲した正式名「３つ
のバイオリンと通奏低音のためのカノンとジーグニ
長調」という曲ですがジーグの方はほとんど演奏さ
れる事はありません。
　この曲は卒業式や入学式、離任式ひいては葬式の
ＢＧМとされ、どこかで何度も耳にしたことのある
曲だと思います。
　ヨハン・セバスティアン・バッハは、クラッシッ
クでは音楽の父と学校で教わりました。パッヘルベ
ルはこの有名な音楽家一族バッハのお父さんと親交
があり、バッハのお兄さんにも音楽を教えたと言わ
れていますから、バッハにも影響を与えたものと思
われます。そういう意味では音楽のお祖父さんと言っ
ても良いかもしれませんね。
　さてこのカノン様式の作品ですが、先ほどの通り
３つのバイオリンが主声部の奏でたフレーズを第二
声部、第三声部などが模倣しながら進んでいく対位

法的なものです。「主題の追っかけっこ」のようなも
のですね。「蛙のうたが聞こえてくるよ」とよく歌わ
れるあれだと思って下さい。
　パッヘルベルのカノンのコード進行は「大逆循環」
と呼ばれています。よく「黄金コード」とも呼ばれ
ます。これが美しい曲を作りやすいコード進行で４
小節単位でコードが循環する特徴がありバロックか
ら現代まで多くの作曲家が重宝しているものです。
　曲をハ長調に置き換えてみると、Ｃ-Ｇ-Ａｍ-Ｅｍ-Ｆ
-Ｃ-Ｄｍ／Ｆ-Ｇのコード進行です。ギターを弾かれ
る方は思い当たるコード進行です。自分はＦのコー
ドで挫折しました。
　山下達郎さんはこれを聴いて当時のレコード屋さ
んに買いに走ったと言われています。この曲に触発
されて「クリスマスイブ」という名曲が生まれたと
勝手に思っています。１９８３年の事でした。間奏
ではカノンの一部を多重録音のアカペラで歌ったの
でこの部分のレコーディングに、かなりの時間がか
かったそうです。
　最後に、通奏低音について。
　曲の冒頭の２小節、バスで開始されます。入来さ
んに聞いたところコントラバス奏者は２８回華やか
な３つのバイオリンを支えて同じ速度で、飽きもせ
ずこれを繰り返すそうです。あまり目立たないけれ
ど「縁の下の力持ち」大事ですよね。この２小節を
頭の中で口ずさんで聞いてみて下さい。楽しいです
よ。
　では素人の講釈はこの辺にして演奏して頂きます。
宜しくお願いします。

夜間例会　18：30～　ホテルリブマックス　「会長・幹事慰労会」

前回例会出席率
77.36%

本日のプログラム

例会場 山形屋７Ｆ社交室 例会日 毎週月曜日 事務局
〒892-0828  鹿児島市金生町3-13-5F
TEL.099（223）9366・FAX.099（239）3504

メール
ホームページ

kchuorc@bi.wakwak.com
http://kagoshimachuo-rc.jp/

週報 No.1833　　

平成29年6月26日　第1860回例会

学び・育み・実行しよう学び・育み・実行しよう

2016～2017年度  国際ロータリー会長　ジョン  F.  ジャーム
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６月 Ｒ親睦活動月間



ラウンドテーブル　　担当：親睦委員会　　日時：６月 19日（月）18:30～　　場所：ごはんのじかん
参加者：丸山・青﨑・池畠・宇都・森園・加島・稲留・川路　計８名

会員卓話＝青﨑　彰君・小福田　博君
「会長・幹事就任挨拶」

次 回 例 会　平成29年7月3日（月）

6月19日のスマイル  小計 27,000円　2016～2017年度　累計1,038,149円

●丸山　修君・吉田　健朗君／ついに我々の年度の山
形屋開催では最後の例会となりました。ありがとうご
ざいました。本日は最後にふさわしく興津ガバナー補
佐にお越しいただきました。一年間御指導ありがとう
ございました。卓話もよろしくお願いします。
●海江田　順三郎君／連続出席表彰を頂き、有難うご
ざいます。余命幾ばくもありませんが、足腰が立つ限
り例会に出席させて頂きたいと思っています。
●平山　勢津子君／このお部屋で上野さんに会える
のは最後ですね。今日は上野さんへ、感謝の気持ちを
スマイルします。今は女性の会員も少しづつ増えてき
て下さってますが、以前はこの会場で女性は上野さん
と２人だけなんて日々もありました。この会場に来て
上野さんがいて下さるとホッとしたものです。本当に
ありがとうございました。上野さんのいないこの山形
屋の会場はちょっとさみしくなりますがどうぞお元
気で！本当におつかれ様でした！
●逆瀬川　尚文君／今年度をもって退会することに
なりました。９年間、大変お世話になりました。数多く
の業種の方々と親しくおつき合いいただき、多くのこ

とを学ばせていただきました。ご指導、ご交誼に心か
ら感謝しております。皆さん、お一人お一人のますま
すのご活躍と中央ロータリークラブの発展をお祈り
いたします。ありがとうございました。
●新名主　聡君／このたび、６月いっぱいで後任の者
と交代することになりました。今は亡き大須さんに紹
介していただいて入会した日が、ついこの前のようで
す。入会時の前迫会長、宇都会長、現在の丸山会長と歴
代の会長をはじめ、皆様方には大変お世話になり、あ
りがとうございました。とりわけ、同級生の平山会員
には可愛がっていただき、池畠会員・池脇会員にはラ
ウンドテーブルで鍛えていただき、本望です。今年度
は例会プログラムを担当させていただきましたが、皆
様のご協力で、多くの会員のお話しをうかがうことが
できましたこと、心より御礼を申し上げます。鹿児島
中央ロータリークラブ、そして皆様へ感謝を込めてス
マイルいたします。
●志賀　啓一君／先週休んで失礼しました。結婚祝あ
りがとうございました。毎年同じコメントをします。
結婚７年目になりますがいまだに倦怠期という言葉
の意味がわかりません。今後とも幸せな家庭を築いて
いこうと思います。
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ロータリーソング：「我等の生業」
職業宣言唱和：５・６
ゲスト紹介：2016-2017年度　鹿児島市内分区ガバナー補佐
　　　　　　　　　　　　　　興津　立夫様（鹿児島東南ＲＣ）
食事：「百万ドル食事」
会長挨拶：会長　丸山　修君
Ｒ財団寄付認証伝達式：
　　　　　マルチプル・ポールハリスフェロー⇒丸山　修君
　　　　　ポールハリスフェロー⇒小福田　博君・吉村　隆博君
　　　　　　　　　　　　　　　　三島　浩幸君
会務報告：幹事　吉田　健朗君
１）本日の配布　　①週報
２）本日　学習会開催
　　例会終了後　　例会場
３）本日　ラウンドテーブル　開催
　　18：30～　ごはんのじかん　　担当：親睦委員会
４）RAC例会
　　6/24（土）　例会　19：00～　サンデイズイン鹿児島
　　指名出席者⇒丸山・吉田・高岡　　　各会員
５）RCC例会
　　6/25（日）　指名出席者⇒丸山・吉田・橋元　各会員
６）次週6/26（月）例会プログラムは夜間例会　18：30～　ホテルリブマックス
　　「会長・幹事　任期を終えて」
　　例会終了後　「会長・幹事　慰労会」 

出席報告：出席委員長→連続出席表彰　海江田順三郎君（40年）  
スマイルボックス：親睦委員会
委員会報告 
３分間情報 
卓話：鹿児島市内分区ガバナー補佐　興津立夫　様
　　　「次年度委員会別打ち合わせ」
　　　　①R財団・米山
　　　　②会長・副会長・幹事・副幹事・会計・SAA　
　　　　③出席・公共イメージ
　　　　④プログラム・交流
　　　　⑤会員増強職業分類・Ｒ情報
　　　　⑥職業奉仕・社会奉仕
　　　　⑦国際奉仕・青少年
　　　　⑧親睦
 ※各委員会ごとに移動してください。

第1859回例会
前々回（6月5日）の補正

59名
59名

41名
45名

77.36%
83.33%

出席報告 会員数 出席数 出席率

すべてに恵まれているか。改めて考えるべきではな
いかと思います。
　現代の日本はあまりにも生活文化が行き届き過ぎ
て、人間が怠慢になり、若者達の未来映像が失われ
るのではないかと懸念されます。
　明治の頃、日本に滞在した、動物学者エドワー
ド・モースは「善徳や品性を日本人は生まれながら
に持っているらしい」と賞賛し驚いたそうです。
又、先の戦争で日本の敗戦が必至となった昭和１８
年末に、昭和初期に駐日大使を務めた事もある、詩
人でフランスのポール・クロデールはパリでこう述
べています。「日本人の大半は貧しい、しかし高貴

だ。世界で、どうしても生き延びて欲しい民族をた
だひとつ挙げるとしたら、それは日本人だ」と。
　私共、日本人は世界に誇れる、道徳心と美的感受
性を生まれながらに両親から教わり、受け継いでい
ます。正直で人の為に尽くし弱者には手をさしのべ
る美しい人間になるべく努力する事だと思います。
　我々ロータリアンの奉仕の基本理念もまさしくそ
うであるように、平和で希望にあふれた未来に貢献
しようではありませんか。
　末尾ではありますが、ガバナー補佐在任中は色々
と御手数をおかけし、又、暖かいご協力を頂き心か
ら御礼申し上げます。ありがとうございました。


